
植物防疫所調査研究報告（植防研報）
第34号：81～88 平成10年（1998）

資 料

成田空港で輸入生植物等から発見された鱗翅目害虫
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Abstract：A list of Lepidoptrous insects intercepted in plant quarantine at Narita Airport, Japan
from 1993 to 1996 is given．A　total of 61 species bilonging to 17 families are listed．
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は　じ　め　に

　成田空港には，世界各地から果実，野菜，切り花，苗

類等多種多様な植物が輸入されている。これらの植物

から発見される多くの鱗翅目害虫は，その態が幼虫，あ

るいは卵，蛹であるため種の同定が困難で，種名が明

らかにされていないものが多い。種を特定すること

は，植物検疫における病害虫のリスク解析を行う上で

重要であることから，1993年から1996年の間，成田空

港に航空貨物として輸入された生植物の検査で発見さ

れたこれらの態の害虫を飼育し，種名を調査した。得

られた成虫標本の多くを農業環境技術研究所昆虫分類

研究室又は国立科学博物館動物研究部に送り，同定を

依頼した。ここにその結果をまとめたので報告する。

　報告に当たり，同定並びに各専門家へ同定の橋渡し

をしていただいた農業環境技術研究所の安田耕司博

士，及び多くのヤガ科の標本を同定していただいた国

立科学博物館の大和田守博士，並びに各分野の同定を

していただいた専門家の諸氏に厚くお礼申し上げる。

結 果

　4年間の調査結果を輸出国，寄主植物ごとに第1表

に示した。今回の調査で17科，49属，49種の鱗翅目

害虫の学名が明らかになった。属まで判明したものを

含めると61種類が明らかになった。これらの中でアメ

リカタバコガ，ツマジロクサヨトウ及びキシタゴマダ

ラヒトリは，植物検疫において重要な鱗翅目害虫とし

て位置付けられており，輸入検査で発見された場合は

輸出国植物検疫機関に対してその旨を通報する害虫で

ある。

　なお，専門家の同定を受けた標本については同定者

名及び同定年を表中に付した。空欄は当所において同

定，あるいは同定された標本を基に識別した標本を示

す。我が国に分布する種は分布の項に「有」を付した。

和名の項の＊印は植物防疫所で提唱した和名であるこ

とを示す。また，成虫を得ることができた件数（羽化

件数）及び頭数を併せて付した。
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図1　成田空港で輸入青果物等から発見された鱗翅目害虫（一部）

　　①クサオビリンガ：タイ産，開張23mm　　　②アメリカタバコガ：USA産，開張43mm
　　③5加40ρオ6耀40伽hos：USA産，開張37mm　　④ツマジロクサヨトウニUSA産，開張35mm
　　⑤Chズlo億万6ぎ1♂％s：タイ産，開張22mm　　　⑥アメリカウリノメイガ：メキシコ産，開張33mm
　　⑦キシタゴマダラヒトリ：メキシコ産，開張45mm⑧ウスキシロチョウ：タイ産，開張46mm


